射場審判細則
(1)　仕事の内容
射場審判は、射場内における多様な状況に対して全責任を負い、的確で速やかな判断を下し、それを明確な動作や大きな発声、毅然とした態度によって選手・監督・役員に表明する権限を持つ（ただし権限の一部を進行係に委譲することがある）。
　射場審判は選手に最も近い場所に位置する関係上、居眠りは論外であるが、頬杖や腕組みなども控え、私語や記録付けに終始することのないように気を配る必要がある。

①矢つがえ完了後の筈こぼれ、またはその他の事由で引き直した矢は無効とする（矢つがえ完了後とは矢つがえをし、右手を腰にとった時点とする）。ただし、右手を腰にとらずに取り懸けをしたような場合は、射場審判の判断によって、「矢つがえを完了した時点」を決めて良い。筈こぼれ、または引き直しの判定は、赤旗を上げ、「○番、筈こぼれ、その矢無効。」または「○番、引き直し、その矢無効。」と発声することにより行う。

②団体競技において、前の射手よりも早く離した矢は無効とする。この判定は赤旗を上げ、「○番順不同、その矢無効。」と発声することにより行う。

③射手が射位から著しく離れた場所に位置して行射しようとしている場合は、進行係を通じて注意を与える。注意にもかかわらず行射した矢は無効とする。この判定は赤旗を上げ、「○番注意無視、その矢無効。」と発声することにより行う。

④制限時間内に行射が終わらないときは行射を中止し、それ以降の持ち矢は失権とする。離れが本鈴前か同時以降かの判定は射場審判が行う。この判定は

　行射の途中で本鈴が鳴った場合
　赤旗を上げ、「○番時間切れ、行射やめ。」と発声することにより行う。
　本鈴以降に離した場合
　赤旗を上げ、「○番時間切れ、その矢無効。」と発声す






































ることにより行う。

　　
⑤射場審判は下記の禁止事項について注意を与え、選手・監督がその注意にもかかわらず改めない場合は。赤旗を上げ、「○番注意無視、行射停止。」と発声し、一時行射を停止させ、その時点の持ち矢を失権とする。

・一旦射位についた射手が、審判の許可なく射位を離れた場合。
・射位または本座にいる選手が、口頭またはその他の方法で助言を求めたり受けたりした場合。（同中競射で介添えが矢を渡す場面での発声や合図もこれにあたる。）
・射手が本座または射位で不必要な声を発したり、他の選手に助言を与えた場合。
・進行係および審判以外の者が射手に近づいた場合。
・予備矢を持参せず、矢返しを要求した場合。（審判がやむを得ないと判断した場合を除く）選手と同時に入場する介添え（監督）が予備矢の持参を忘れた場合も射場外に取りに行くことは認めない。
・取り矢・坐射をしない場合。（届出をしている場合を除く）
・著しい危険が予測される引き分けや筈こぼれ。

⑥射場審判は危険な状態が発生しないかどうか、矢取りや矢道の状況にも注意する。危険な場合は速やかに赤旗を上げ、「危険、行射やめ」と発生し、行射をとめる。

⑦無効や失権があった場合、審判はその事情を、その立ちの行射終了後、速やかに放送する。

⑧審判の宣言または放送で決定した判断は覆らない。











